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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークにおける障害の検出および診断のための方法であって、
　　　ネットワークシミュレーションがネットワークパフォーマンスの推定を行えるよう
に前記ネットワークを記述しているデータを前記ネットワークシミュレーション（２１０
）に供給し、（５０４）および
　　　ネットワークパフォーマンスの前記推定が前記ネットワークの観察されたネットワ
ークパフォーマンスと異なるかどうかを判定する（５０８）
　ことにより、ネットワークのオペレーションにおける食い違いを検出し、
　ネットワークパフォーマンスの前記推定が前記観察されたネットワークパフォーマンス
を近似するまで複数の障害のうち１つまたは複数を前記ネットワークシミュレーションに
投入することにより前記食い違いの根本原因を診断する
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記判定する処理では、ネットワークパフォーマンスの前記推定が前記ネットワークの
前記観察されたネットワークから対応するしきい値よりも大きく異なるかどうかを確認す
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記診断する処理では、
　前記推定されたネットワークパフォーマンスと前記観察されたネットワークパフォーマ
ンスとの差を障害の大きさに翻訳し、
　前記障害の大きさにより前記ネットワークシミュレーションを動かし、前記ネットワー
クの前記観察されたネットワークパフォーマンスを近似するかどうかを判定することを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記診断する処理では、
　前記推定されたネットワークパフォーマンスと前記観察されたネットワークパフォーマ
ンスとの差を障害の大きさに翻訳し、
　前記障害の大きさが対応するしきい値よりも小さいかどうかを判定し、
　前記障害の大きさが前記対応するしきい値よりも小さい場合に、対応する前記障害を前
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記ネットワークシミュレーションへの入力として使用される障害集合から削除することを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記診断する処理では、
　初期診断を行って初期障害集合を生成し、
　現在の障害集合に到達するように前記初期障害集合を繰り返し精密化し、
　前記現在の障害集合は、前記ネットワークシミュレーションにより入力として使用され
た場合に、前記ネットワークシミュレーションにより供給されるネットワークパフォーマ
ンスの前記推定結果で前記観察されたネットワークパフォーマンスを近似させる障害集合
であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ネットワークは、マルチホップ無線ネットワークであることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワークは、有線ネットワークであることを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　前記データは、前記ネットワークの発信ノードと目標ノードとの間の、前記ネットワー
クを通じてデータパケットにより実行される一連のホップにより形成されるルートを記述
することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記データは、
　ルーティングを含むネットワークトポロジと、
　トラフィック統計量と、
　物理的媒体と、
　ネットワークパフォーマンスとからなるグループから選択されるトレースデータと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　コンピュータ実行可能命令を含む１つまたは複数のコンピュータ可読媒体であって、前
記命令がコンピュータによって実行された場合、コンピュータは請求項１に記載の方法を
実行することを特徴とするコンピュータ可読媒体。
【請求項１１】
　通信できるように順次に結合され、ネットワークを形成する複数のノードを含むネット
ワークにおいて障害の検出および診断を行うためのシステムであって、
　１つまたは複数の前記ノードは、
　　　ネットワーク設定を収集し、および
　　　前記ネットワーク上で通信するための前記ネットワーク設定を含む通信を形成する
　ことを実行可能なエージェントモジュール（１１２（Ｎ））を含み、
　少なくとも１つの前記ノードは、
　　　通信を受け取り、
　　　前記通信から得られた前記ネットワーク設定に基づいて前記ネットワークのシミュ
レーションを生成し、および
　　　ネットワークパフォーマンスの推定結果と前記ネットワークの前記ネットワークパ
フォーマンスの観察結果とを比較することによりネットワークオペレーションにおける障
害（５１０、５１２、５１４、５１６）を検出する
　ことを実行可能なマネージャモジュール（１１６（Ｎ））を備える
　ことを特徴とするシステム。
【請求項１２】
　少なくとも２つの前記ノードは、それぞれの前記マネージャモジュールを備えることを
特徴とする請求項１１に記載のシステム。
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【請求項１３】
　それぞれの前記ノードは、それぞれの前記エージェントモジュールを備えることを特徴
とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記マネージャモジュールは、さらに、
　前記検出された障害に基づき是正処置を導出し、
　前記エージェントモジュールに前記是正処置を実行させる
　ことを実行可能とすることを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１５】
　ネットワークオペレーションにおける前記障害が、前記推定結果と前記観察結果との差
が対応するしきい値よりも大きいかどうかを判別することにより検出されることを特徴と
する請求項１１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記マネージャモジュールは、さらに、前記推定結果が前記観察結果を近似するまで複
数の前記障害のうち１つまたは複数を前記ネットワークシミュレーションに投入すること
により前記障害を診断することを実行可能とすることを特徴とする請求項１１に記載のシ
ステム。
【請求項１７】
　前記マネージャモジュールは、さらに、
　前記推定結果と前記観察結果との差を障害の大きさに翻訳し、および
　前記障害の大きさにより、前記ネットワークシミュレーションにより与えられる前記推
定結果が動いて、前記結果を近似するかどうかを判定する
　ことにより前記障害を診断することを実行可能とすることを特徴とする請求項１１に記
載のシステム。
【請求項１８】
　前記マネージャモジュールは、さらに、
　前記推定結果と前記観察結果との差を障害の大きさに翻訳し、
　前記障害の大きさが対応するしきい値よりも小さいかどうかを判定し、
　前記障害の大きさが前記対応するしきい値よりも小さい場合に、対応する前記障害を、
前記推定結果を出力するために前記生成されたシミュレーションへの入力として使用され
る障害集合から、削除することにより前記障害を診断する
　ことを実行可能とすることを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記マネージャモジュールは、さらに、
　初期診断を行って初期障害集合を生成し、
　前記ネットワークシミュレーションにより入力として使用された場合に、前記推定結果
により前記観察結果が近似されることになる現在の障害集合に到達するように初期障害集
合を繰り返し精密化することにより前記障害を診断する
　ことを実行可能とすることを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ネットワークは、メッシュネットワークであることを特徴とする請求項１１に記載
のシステム。
【請求項２１】
　前記ネットワーク設定は、前記ネットワークの発信ノードと目標ノードとの間の、前記
ネットワークを通じてデータパケットにより実行される一連のホップにより形成されるル
ートを記述することを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項２２】
　ネットワークにおいて障害を検出しおよび診断する手段を有するノード（１０２）であ
って、
　データパケットのルーティングを行うための複数の手段を備えるネットワークのオペレ
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ーションを管理する手段（１０２（Ｎ）を備え、
　それぞれの前記ルーティングのための手段は、他の前記ルーティングのための手段に通
信できるように結合され、
　前記管理手段は、さらに、
　　　前記ネットワークから得られたネットワーク設定を前記ネットワークのシミュレー
ションを行うための手段に供給する手段と、
　　　前記ネットワークのネットワークパフォーマンスを推定する前記シミュレーション
手段から出力を受け取る手段と、
　　　前記出力結果と前記ネットワークのネットワークパフォーマンスの観察結果とを比
較することにより障害（５１０、５１２、５１４、５１６）を検出する手段（５０８）と
　を備えることを特徴とするノード。
【請求項２３】
　前記管理する手段は、さらに、前記障害を診断する手段を備えることを特徴とする請求
項２２に記載のノード。
【請求項２４】
　前記ネットワークは、メッシュネットワークであることを特徴とする請求項２２に記載
のノード。
【請求項２５】
　前記管理する手段は、さらに、前記検出された障害に基づいて是正処置を導出する手段
を備えることを特徴とする請求項２２に記載のノード。


	header
	written-amendment

